
Ⅴ章　学校授業での相撲指導
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展開、指導方法について支援する。
　児童・生徒に対して：技能の模範を示したり、
全体的あるいは個別に指導したりして、指導者が
専門家であることをいかし意欲を喚起する。

外部指導者の留意点
　指導に当たっては、担当教員と十分に連携を図
り、学校教育の目的、および単元目標や授業のね
らいを理解する。また、当該校における救急体制
を把握し、子どもについて知り得た情報の守秘義
務を遵守する。

学校側の留意点
　外部指導者の導入について、子どもたち、教職
員および保護者に周知する。
　体育科（または保健体育科）の主任等が外部指
導者に、施設・設備、救急体制、子どもの健康状
態等を説明する。担当教員は外部指導者に、単元
目標や授業のねらい、および個々の子どもの特徴
について説明する。

（４）ハラスメントの撤廃
　各種ハラスメントの内、特に相撲の授業において
は、セクシャルハラスメント（生物的性差に基づく
嫌がらせ）やジェンダーハラスメント（社会・文化
的性差に基づく嫌がらせ）に留意し、防止策を講じ
なくてはならない。以下に防止策の例を示す。
セクシャルハラスメント防止策
・肌が触れ合うコンタクトスポーツのため、男女
の取組は行わない。
・グループも男女別のグループ編成とする。

ジェンダーハラスメント防止策
・「女らしくない」「男のくせに」等の発言を、指
導者がしないのはもちろんのこと、子どもたち
もすることのないように、単元最初のオリエン
テーションで指導する。
　古くから「相撲は男子がやるもの」という認識
が強い面がある。しかし、現在は女子も相撲に取
り組むようになっていることを十分に理解させた
うえで指導に当たる必要がある。そのためには、
日本相撲連盟『中学生相撲実技入門』DVDの中
の「１　相撲のはじまり」を活用するとよい。

１．留意事項
（１）安全管理・指導
・事故が起こった際の危機管理（事故発生時・そ
の後）の理解・徹底
・事故を予防するための安全管理（活動前・活動
中・活動後）の理解・徹底
・安全に配慮した指導の理解・徹底
※資料編「安全管理・指導」を参照

（２）興味・関心を引き出す工夫
・動画の視聴
　単元導入時に、武道や相撲についての動画を視
聴させると、子どもたちの相撲に対する興味・関
心を引き出すのに有効となる。
　武道および相撲の起源から現状までが分かりや
すく説明されている動画としては、日本武道協
議会発行の『中学校武道必修化指導書映像集』
DVD第１巻、および日本相撲連盟発行の『中学
生相撲実技入門』DVDがある。前者のDVDは、
全国すべての中学校に配布されている。後者につ
いては、日本相撲連盟ホームページに掲載されて
いるので活用されたい。
　また、YouTube 等で大相撲の取組を観せること
も、児童・生徒の興味・関心を引き出すことに有
効である。相撲に興味がない児童・生徒でも、大
相撲の人気力士の名前は知っていることが多い。
・相撲遊びや簡易試合の導入
　まず、四股や運び足といった基本動作から入る
方法もあるが、初めて相撲に取り組む子どもの興
味・関心を引き出すために、相撲遊びや簡易試合
を積極的に導入するという方法もある。
　最初は、手押し相撲や手引き相撲等の相撲遊び
から入ると、安全に楽しく活動に取り組むことが
できる。また、押しだけ、あるいは寄りだけといっ
たように、技を限定した簡易試合を行わせると、
仲間と競い合う楽しみを味わうこともできる。

（３）外部指導者の活用について
　相撲の専門的指導能力を有する外部指導者を活
用することにより、教育効果がさらに高まる場合
がある。
外部指導者の役割
　授業担当者に対して：技術面、単元計画、授業
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てのＰＤＣＡを示す。担当教員は、単元計画を策
定する際に、最初にその単元のゴールをイメージ
する必要がある。例えば、ゴールイメージが「中
腰の構えから前進して、相手のバランスを崩すこ
と」である場合、そのイメージをＰ（単元計画）
の中の目標に組み込んで設定する。この単元全体
の中心的な課題が定まったら、次のようなＰＤＣ
Ａサイクルで、指導の改善を図るとよい。

○Ｐ：単元計画の作成
　学習指導要領にしたがい、子どもや地域の実態
を踏まえて、作成する。その際には、子どもの声
を大切にしていくことが重要である。
　単元計画は、「単元目標」、「各時のねらい」、「指
導の内容と学習の流れ」、「評価の観点」などから
構成される。
○Ｄ：学習指導
　単元計画の「各時のねらい」、「指導の内容と学
習の流れ」および「評価の観点」に基づき、授業
での指導を行う。各時で、ねらいが達成できたか
どうかを評価し、その結果を参考にして次の授業
を進めていく。
○Ｃ：点検評価
　単元が終了した段階で、最初のＰの単元計画で
設定した目標が達成できたかどうかを点検評価す
る。
　単元計画で設定した「単元目標」は、担当教員
が子どもを評価するためのものであるが、これら
が達成できなかったり、達成度が低かったりした
場合には、指導そのものに問題はなかったか、あ
るいは設定した目標が現実的であったか、など振
り返り、次の改善にいかす必要がある。
　上記の点検評価は、担当教員自身が行い、結果
を指導にいかそうとするものであるが、そのほか、
授業での指導に関して、他の教員と相互評価する
場合や子どもから評価を受ける場合などがある。
○Ａ：点検評価の結果を活かした改善
　上記Ｃの結果をいかし、単元全体の指導の改善
策を策定し、次の単元の計画に繋げていく。
　教員は、このＰＤＣＡサイクルを回していくこ
とにより、その都度、授業全体の質を高めていく
ように努めることが大切である。

（５）女子・外国人・障がい者等への配慮
・授業が始まる前には、「大相撲は、体の大きな
男性が行う」というイメージが強いため、相撲
＝太っている」などと連想されやすく、やりた
くないと思う子どもも多い。大相撲とアマチュ
ア相撲の違い、女子相撲や体重別の競技会があ
ること、世界的に広がりをみせていること等を
紹介すると、イメージが払拭される。

・思春期の女子は、膝を開くことにためらいを感
じることがある。また、身体が触れ合ったり、
身体が密着したりすることに抵抗感を感じる女
子も出てくる。それらに対応するためには、該
当する動作の必要性・重要性について丁寧に説
明し、その動作に慣れてくるまで粘り強く待つ
必要がある。

・押しの指導では、相手の胸に頭をつけて、手を
相手の脇の下に当てがって押すように指示す
る。そのときに、女子では、胸に相手の頭や手
が当たり、抵抗感を感じることがある。そのよ
うな場合は、手を当てがう位置を腰骨あるいは
上腕部あたりとして、頭を胸につけずに押すと
いう指導をするなど、配慮が必要である。

・相撲に興味や関心をもっている外国人は、少な
からずいる。場合によっては、相撲未経験の日
本人よりも、興味や関心が高いことがある。し
かし、武道の考え方や相撲の伝統的な所作・礼
法がなかなか理解できないこともある。そのよ
うな場合には、相撲は武道の一つであり、「礼
に始まり礼に終わる」という形から「相手を尊
重する心」に繋げていくものであることを丁寧
に説明し、理解をもとめる。その際には、該当
する子どもの母国の伝統的な考え方や宗教観に
配慮して指導する必要がある。

・障がいをもつ子どもが相撲の授業を受ける場合
には、指導者は、本人や保護者に対して十分な
説明を行い、本人の意向を確認する必要があ
る。その上で、インクルーシブ教育（障がい者
が健常者と一緒に活動）の考え方に準拠し、該
当者が健常者と一緒に活動できるような工夫を
する必要がある。

（６）担当教員のＰＤＣＡ
　ここでは、単元全体での担当教員の指導につい
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つの運動として、すもうが例示されている。本指
導書では、これらの領域の中に「武道遊び」およ
び「武道の動き」を位置づけて示すことを試みた。
（Ⅲ章参照）
　この際には、単一の武道種目を選ぶ方法もある
が、各種目の特に際立った特性を活かして、いく
つかの武道種目を複合する方法もある。例えば、
すもうで「力強い動き」、柔道で「安全に転ぶ動
き」、剣道で「伝統的な礼法・所作」、合気道等で「護
身の動き」などを、複合的に取り入れることも有
効であろう。
　表 15 ～表 20 には、「武道遊び」および「武道
の動き」を組み入れて指導する際に、すもうを各
学年で４時間行うこととした場合の例を示した。

「体つくりの運動遊び」および「体つくり運動」
の中の内容
低学年（１・２年生）：武道遊び
中学年（３・４年生）：武道の動きをつくる運動
高学年（５・６年生）：武道の動きを高める運動

上記「武道」で、すもうを選んだ場合の活動内容
低学年：身体接触を伴う動きで構成されるすもう

遊び
　相手を押したり、引いたりする遊びの
中で、相手を動かすことを学ぶ。

中学年：相手を押す、引く、くずすといった動き
や力比べをする動きなどで構成される運
動
　押し合いずもうで、重心を低くして相
手を押したり、くずしたり、相手から押
されないように踏ん張ったり、うまく転
がったりすることを学ぶ。

高学年：対人でバランスをくずし合う運動
　相手に応じてすもうを取ることで、重
心を低くして、相手を押したり、寄った
り、踏ん張ったり、くずしたりすること
を学ぶ。

○目標、各時のねらい、指導の内容と流れ、評価
　以下に、小学生の指導計画の目標を例示した。
　指導の計画および各時の指導案については、そ
れぞれ表 15 ～ 20 および表 21 ～ 23 に示した。

（７）子どものＰＤＣＡ
　各時の指導案に示されている評価規準にどこま
で到達しているか、子ども自身が評価したり、あ
るいは子ども同士が相互に評価し合ったりして、
より質が高く深い学びに繋げていくことが大切で
ある。また、評価規準に示されていない、子ども
自身が見つけた個別具体的な課題を克服できたか
どうか、子どもが自己評価する、あるいは相互評
価し合うということもある。
　これらの中でも、特に後者は、現在の学習指導
要領の中で重視されている課題発見解決型の学び
に該当する。例えば、１回の授業で「押し」につ
いて学ぶという場合には、①技術的な指導を受け
ずに、押し合い相撲を楽しむ。→②どうしたら相
手を押せるかについてグループ討議する（子ども
が低い姿勢から押し上げることの重要性に気づく
ように、教員が必要に応じて助言・支援する）。
→③グループで気づいたことを、押す側と受ける
側を決めて約束練習する。→④次の簡易試合の中
で、学んだ押し方で相手を押してみる。という流
れで以後②～④を繰り返すスパイラル型の学習形
態をつくっていくことが有効である。
　ここで、②で子どもたちが気づいた「低い姿勢
から押し上げる」が、Ｐの「目標」に相当し、③
の練習はＤ「実行」になる。そして、④の簡易試
合でＣ「点検評価」を行い、「低い姿勢から押し
上げる」ことができたかどうかを、子どもが自ら
チェックする。最後に、Ａ「改善」となり、Ｃで
点検評価した結果を、次の主体的練習の計画（次
のＰ）にいかす。この④のＣ「点検評価」の段階
で、「低い姿勢から押し上げる」ことが十分にで
きていた場合には、この目標が相手を押すために
有効な方法であったかどうかも、子どもたち自身
で点検評価し、次のステップへと繋げていきたい。
　上記のＰＤＣＡについて、教員は必要に応じて
助言する。このＰＤＣＡサイクルにより、課題発
見型の学びがより深まることが期待できる。

２．指導計画
（１）小学生
○位置づけ
　小学校学習指導要領（文献４）には、「体つく
りの運動遊び」および「体つくり運動」の中の一
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を他者に伝えることができる（思考力、判断力、
表現力等）
・運動に積極的に取り組み、約束を守り、互いに
相手を認め合いながら運動をしたり、仲間の考
えや取り組みを認めたり、場や用具の安全に気
を配ったりすることができる（学びに向かう
力、人間性等）

ポイント
・現行の小学校学習指導要領（文献４）の中では、
すもうは力強さに焦点が絞られて記載されてい
る。しかし、小学生期の発育発達の特徴からも
「力強い動き」に限定せずに、対人でバランス
をくずし合うさまざまな動きを体験させたい。
特に、相手の力を受けて上手に転がるという、
身を守る動きにつながる受け身を、中学年段階
から導入することとした。身を守る動きを、す
もう遊びや相手との簡易な攻防の中で身につけ
させることが有効であると考える。
・「すもうの動き」として、「重心を低くして相手
に力を伝えたり、相手の力を受け止めたりし
て、互いにバランスをくずし合う」という内容
を組み込んだ。これは中学校で学ぶ「武道」相
撲の技能につながる大切な動きとなる。
・武道の礼法や相手への尊重につながる、「相手
を認める」という内容を、段階的に目標に盛り
込んでいる。目標の設定に際しては、武道の礼
法の教育で重要とされている「かたちから心
へ」の考え方をいかし、運動の体験から「学び
に向かう力、人間性」へと深化するよう組み立
てた。具体的には、低学年では「相手の動きを
視覚的・体感的に感じながら、力を入れたり緩
めたりする」ことを「知識及び運動」の目標と
し、中学年では「相手のことを受け入れる」こ
とを、高学年では「互いに相手を認め合う」こ
とを、「学びに向かう力、人間性等」の目標に
組み入れた。

低学年（１・２年生）の目標
・武道の伝統的な動きの楽しさに触れ、その行い
方を知るとともに、体を動かす心地よさを味わ
う（知識及び運動）

・武道遊びを通して、相手の動きを視覚的・体感
的に感じながら、力を入れたり緩めたりして、
相手に対応する動き経験する（知識及び運動）

・多様な動きをつくる遊び方を工夫するととも
に、考えたことを友達に伝えることができる（思
考力・判断力・表現力等）

・伝統的な武道遊びに進んで取り組み、決まりを
守り誰とでも仲よく運動をしたり、場の安全に
気をつけたりすることができる（学びに向かう
力、人間性等）

中学年（３・４年生）の目標
・武道の伝統的な動きをつくる運動の楽しさや喜
びに触れ、その行い方を知るとともに、体を動
かす心地よさを味わったり、基本的な動きを身
につけたりする（知識及び運動）

・武道の伝統的な動きをつくる運動を通して、相
手に力を伝えたり､ 相手の力を受け止めたり､
転がったりして、相手に対応する動きができる
ようにする（知識及び運動）

・自己の課題を見つけ、その解決のための活動を
工夫するとともに、考えたことを友達に伝える
ことができる（思考力、判断力、表現力等）

・運動に進んで取り組み、決まりを守り相手のこ
とを受け入れながら運動をしたり、友達の考え
を認めたり、場や用具の安全に気をつけたりす
ることができる（学びに向かう力、人間性等）

高学年（５・６年生）目標
・武道の伝統的な動きを高める運動の楽しさや喜
びを味わい、その行い方を理解するとともに、
体を動かす心地よさを味わったり、基本的な動
きの質を高めたりする（知識および運動）

・武道の伝統的な動きを高める運動を通して、相
手を動かしたりくずしたりして、互いにバラン
スをくずし合い、相手に対応する動きの質を高
める（知識及び運動）

・自己の体の状態や体力に応じて、運動の行い方
を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこと
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１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、計画、内
容を知る。
○順番やきまりを守り、誰とでも仲よく
活動できる。

○相手に力を伝え、押すことができる。
○場の安全に気をつけることができる。

○相手に力を伝え、押すことができる。
○すもう遊びに進んで取り組むことがで
きる。

○相撲遊びの行い方を理解できる。
○自分のできそうな動きを選ぶことがで
きる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　　単元の流れや約束事

２．準備運動

３．手押しずもうをやってみる。

４．用具の使い方や安全についての約束
を知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．手押しずもうをやってみる。
　　　片足立ちで
　　　両足立ちで
　　　両足立ちで重心を低くして

５．それぞれ動きのポイントや力の入り
具合などをグループで確認する。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．押しを使ったすもう遊びをやって
みる。

　　土俵をつくって相手を押し出す。

５．体の動かし方のポイントや力の伝
わり具合などをグループで確認す
る。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．押しを使ったすもう遊びを行う。
　　　グループ対抗試合
　　　グループで協力する。
　　　始めと終わりに相手に挨拶を
　　　する。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　相手を感じること

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

相手に力を伝え、押すことができる。 すもう遊びの行い方について言ったり、
書き出したり、実際に動いてみたりして
いる。

思
判
表

友達の感想や気づきを聞いたり、友達の
動きを観たりして、できそうな動きを選
んでいる。

主
態

順番やきまりを守り、誰とでも仲よくす
もう遊びをしようとしている。

危険物がないか、友達とぶつからない十
分な間隔があるかなどの場の安全に気を
つけている。

押しを使ったすもう遊びに進んで取り組
もうとしている。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、計画、内
容を知る。
○準備や片づけを、友達と一緒にするこ
とができる。

○相手を引いてバランスをくずすことが
できる。

○すもう遊びの行い方を知り、実際に行
うことができる。

○自分で工夫した動きを友達に伝えるこ
とができる。

○身体で相手と関わり、力を入れたり、
緩めたりすることができる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　　単元の流れや約束事
　　　１年の復習

２．準備運動をする。

３．押しを使ったすもう遊びをやって
みる。

４．用具の使い方や安全についての約
束を知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．手引きずもうをやってみる。
　　　片足立ちで
　　　両足立ちで
　　　両足立ちで重心を低くして

５．それぞれ動きのポイントや力の入
り具合などをグループで確認する。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し引きを使ったすもう遊びをや
ってみる。

５．体の動かし方のポイントや力の伝
わり具合などをグループで確認す
る。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し引きを使ったすもう遊びを行
う。

　　　グループ対抗試合
　　　グループで協力する。
　　　始めと終わりに相手に挨拶を
　　　する。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　相手を感じること

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

相手を引いてバランスをくずすことが
できる。

すもう遊びの行い方について言ったり、
書き出したり、実際に動いてみたりして
いる。

相手の動きを視覚的・体感的に感じなが
ら、力を入れたり緩めたりして、相手に
対応して動くことができる。

思
判
表

友達の動きを観て気づいたよい動きや、
自分で工夫した動きを友達に伝えてい
る。

主
態

運動遊びで使用する用具の準備や片づけ
を、友達と一緒にしている。

押し、引きを使ったすもう遊びに進んで
取り組もうとしている。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

表 15　小学校１学年指導計画（４時間）

表 16　小学校２学年指導計画（４時間）
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Ⅴ章　学校授業での相撲指導Ⅴ章　学校授業での相撲指導

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、計画、
内容を知る。
○用具や活動の場の安全を確かめるこ
とができる。

○上手に転がることができる。
○きまりを守り、誰とでも仲よく励まし
合って運動をすることができる。

○相手をくずしたり、上手に転がったり
することができる。

○自己の課題を見つけることができる。

○押し合いずもうの行い方を知り、進ん
ですもうに取り組むことができる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　　単元の流れや約束事
　　　２年の復習
　　　学習カードの使い方

２．準備運動をする。
　
３．押し引きを使ったすもう遊びをや
ってみる。

４．用具の使い方や安全についての約
束を知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする。

３．本時の学習課題を知る。

４．上手に転がってみる。
　　　体育座りから。
　　　しゃがんだ状態から（一人で→
　　　ペアで）
　　　立った状態から（一人で→ペアで）
　　　※ペアの時：一方が軽く相手を

　押し、受けた側が転がる。

５．それぞれ動きのポイントなどをグル
ープで確認する。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．相手をくずす動き
　　　ペアで練習
　　　前後左右に相手をくずしてみる。

５．押し、引き、くずし、転がりの動
きを使った押し合いずもうを取っ
てみる。

６．体の動かし方のポイントや力の伝
わり具合などをグループで確認す
る。

７．整理運動と後片づけをする。

８．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする　（転がる練習を含
む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、くずし、転がりの動
きを使った押し合いずもうを取る。

　　　グループ対抗試合
　　　グループで協力する。
　　　始めと終わりに相手に礼をする。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　相手を感じること

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

相手をくずしたり、上手に転がったり
することができる。

押し合いずもうの行い方について言った
り、書き出したり、実際に動いてみたり
している。

思
判
表

基本的な動きを高めるために友達の運
動の行い方と自己の行い方とを比べる
などして、自己の課題を見つけている。

主
態

活動の場の危険物を取り除いたり、用
具や活動する場の安全を確かめたりし
ている。

きまりを守り、誰とでも仲よく励まし
合って運動をしようとしている。

押し合いずもうに進んで取り組もうと
している。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、計画、内
容を知る。
○押し合いずもうに進んで取り組むこと
ができる。

○重心を低くして相手を押すことができ
る。
○自己に適した動き方を選ぶことができ
る。
○準備や片づけを、友達と一緒すること
ができる。

○重心を低くして、相手を押したり踏ん
張ったりすることができる。

○自己の気づきを発表したり、大切だと
思ったことを友達に伝えたりすること
ができる。

○押し合いずもうの行い方を理解でき
る。

○力を出し合いながら身体で関わり、相
手を受け入れることができる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　　単元の流れや約束事
　　　３年の復習
　　　学習カードの使い方

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．押し、引き、くずし、転がりの動き
を使った押し合いずもうをやってみ
る。

４．用具の使い方や安全についての約束
を知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．重心を低くして相手を押す動きを
学ぶ。

　　　ペアで交互に練習
　
５．重心を低くして、押し、引き、く
ずし、転がりを使った押し合いず
もうをやってみる。

６．それぞれ動きのポイントや力の入
り具合などをグループで確認する。

７．整理運動と後片づけをする。

８．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．重心を低くして踏ん張る動きを学ぶ。
　　ペアで交互に、相手の押しを受け
て練習

５．重心を低くして、押し、引き、く
ずし、転がりを使った押し合いず
もうを取ってみる。

６．体の動かし方のポイントや力の伝
わり具合などをグループで確認す
る。

７．整理運動と後片づけをする。

８．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、くずし、転がりの動
きを使った押し合いずもうを取る。

　　　グループ対抗試合
　　　重心を低くすることを意識する。
　　　グループで協力する。
　　　始めと終わりに相手に礼をする。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　相手を受け入れること
　
６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

重心を低くして、相手を押したり踏ん張
ったりすることができる。

押し合いずもうの行い方について言った
り、書き出したり、実際に動いてみたり
している。

思
判
表

友達の行い方の真似をしたりそれを修正
したりしながら、自己に適した動き方を
選んでいる。

運動のポイントや行い方について、自己
の気づきを発表したり、大切だと感じた
ことを友達に教えたりしている。

主
態

押し合いずもうに進んで取り組んでい
る。

使用する用具の準備や片づけを、友達と
一緒にしようとしている。

体を通して相手と関わることで、相手の
ことを受け入れようとしている。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

表 17　小学校３学年指導計画（４時間）

表 18　小学校４学年指導計画（４時間）
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相　　撲相　　撲

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、
計画、内容を知る。
○すもうに積極的に取り組むこ
とができる。

○押したり、寄ったり、くずしたりして相
手に力を伝える動きを確認する。
○相手の力を受け止め踏ん張ったり、上手
に転がったりする動きを確認する。
○分担された役割を果たすことができる。

○押したり、寄ったり、くずしたりして相手
に力を伝える動きを確認する。

○相手の力を受け止め踏ん張ったり、上手に
転がったりする動きを確認する。

○発見したことを他者に伝えることができる。

○すもうの行い方を知り、身につけた動きを
使って、すもうを楽しむことができる

○全力を出し身体で他者と関わり、互いに認
め合うことができる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　単元の流れや約束事
　　５年の復習
　　学習カードの使い方

２．準備運動をする（転がる練
習を含む）。

３．押し、引き、寄り、くずし、
転がりの動きを使ったすも
うをやってみる。

　　　重心を低くする。

４．用具の使い方や安全につい
ての約束を知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押す、引く、踏ん張る動きの確認をする。
　　ペアで交互に練習
　　　重心を低くすることを意識して

５．くずす、転がる、寄る動きの確認を
する。

　　　ペアで交互に練習
　　　重心を低くすることを意識して

６．それぞれ動きのポイントや力の入り
具合などをグループで確認する。

７．整理運動と後片づけをする。

８．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、寄り、くずし、転がりを使
ったすもうを取ってみる。

　　　重心を低くすることを意識する。

５．体の動かし方のポイントや力の伝わり具
合などをグループで確認する。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、寄り、くずし、転がりの動
きを使ったすもうを取る。

　　　グループ対抗試合
　　　重心を低くすることを意識する。
　　　グループで協力する。
　　　�始めと終わりに気持ちを込めて礼をする。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　互いに認め合うこと

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

重心を低くしてすもうを行ったり、その行い方
について言ったり、書き出したりしている。

思
判
表

どのようなポイントを意識して運動を行うと
動きが高まるのかについて、自己やグループ
で見つけたことを、他者に伝えている。

主
態

押し、引き、くずし、寄り、転
がりの動きを使ったすもうに積
極的に取り組もうとしている。

運動を行う場の設定や用具の片づけなど
で、分担された役割を果たそうとしている。

仲間の気づきや考え、すもうの内容のよさを
互いに認め合おうとしている。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい ねらい ねらい ねらい

○運動の特性や学習のねらい、計画、内容を
知る。
○すもうに積極的に取り組むことができる。
○安全に気を配ることができる。

○まわしを引きつけて相手を寄ることが
できる。
○仲間と助け合って運動に取り組むこと
ができる。

○まわしを引きつけて相手を寄るこ
とができる。

○自己の課題を見つけることができ
る。

○すもうの行い方を理解し、実際にすもうを
楽しむことができる。

１．学習のねらいや流れを知る。
　　　単元の流れや約束事
　　　４年の復習
　　　学習カードの使い方

２．準備運動をする。（転がる練習を含む）

３．押し、引き、くずし、転がりの動きを
使った押し合いずもうをやってみる。

　　　重心を低くする。

４．用具の使い方や安全についての約束を
知る。

５．グループと係・分担を決める。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．まわしを取って相手を引きつける
動きを学ぶ。

　　　ペアで交互に練習

５．相手を引きつけて寄る動きを学ぶ
　ペアで交互に練習

６．寄り合いすもうをやってみる。

７．それぞれ動きのポイントや力の入
り具合などをグループで確認する。

８．整理運動と後片づけをする。

９．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を
含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、寄り、くずし、転
がりを使ったすもうを取ってみ
る。

　　　重心を低くすることを意識
　　　する。

５．体の動かし方のポイントや力の
伝わり具合などをグループで確
認する。

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

１．集合・挨拶をする。

２．準備運動をする（転がる練習を含む）。

３．本時の学習課題を知る。

４．押し、引き、寄り、くずし、転がりの動
きを使ったすもうを取る。

　　　個人体格別試合
　　　重心を低くすることを意識する。
　　　自己の役割を果たす。
　　　始めと終わりに気持ちを込めて礼を
　　　する。

５．これまでの学習のまとめをする。
　　　体の動かし方
　　　力の伝わり方
　　　互いに認め合うこと

６．整理運動と後片づけをする。

７．学習のまとめをする。

評
価

知
技

まわしを引きつけて相手を寄ることがで
きる。

すもうの行い方について言ったり、書き出し
たり、実際に動いてみたりしている。

思
判
表

自己の体力の状況を知ったり、体の
さまざまな動きを試したりすること
を通して、体の動きを高めるために
どのような運動に取り組むとよい
か、自己の課題を見つけている。

主
態

・すもうに積極的に取り組もうとしている。
・運動の場の危険物を取り除くとともに、用
具の使い方や周囲の安全に気を配っている。

仲間と助け合って運動に取り組もうとし
ている。

※評価の欄、「知技」は「知識・技能」を、「思判表」は「思考・判断・表現」を、「主態」は「主体的に学習に取り組む態度」をそれぞれ表している。

表 19　小学校５学年指導計画（４時間）

表 20　小学校６学年指導計画（４時間）
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本時（１年生　２／４）
（１）ねらい
　　　◯相手に力を伝え、押すことができる。（知識及び運動）
　　　◎�危険物がないか、友達とぶつからない十分な間隔があるかなどの場の安全に気をつけている。（学

びに向かう力、 人間性等）
（２）展開
時間
・分 学習活動 指導上の留意点 学習活動に即した具体

の評価規準
評価
方法

７

１．集合、整列及び
挨拶をする。

○元気よく挨拶をして学習の意欲が高められるよう指導
する。

○出欠確認をする。

２．準備運動 ○各部位を意識しながら動かすよう声がけをする。

３．学習課題、学習
内容を理解する。

○提示資料等を活用して、本時の学習内容を確認し、
素早く活動に入れるようにする。

35

４．手押しずもうを
やってみる。

・両足立ちで

・片足立ちで

・両足で重心を低くして

○手押しずもうの説明をする。
・両足立ちで向き合い、互いに両掌を合せた状態から開
始する。

・教員の合図で開始する。
・すもうの始めと終わりに挨拶をするよう指導する。
※長く勝負がつかない場合も、10 秒くらいで終了とし、
グループ内で相手を変えて複数回行わせる。

○ルールを片足立ちから開始するように変更し、再度グ
ループ内で相手変えて複数回行わせる。

○さらに、ルールを両足立ちで重心を低くした姿勢から
に変えて、再度グループ内で相手を変えて複数回行わ
せる。

○手押しずもうに際しては、危険物がないか、友達とぶ
つからない十分な間隔があるかなどの場の安全に十分
気をつけるよう、徹底する。

○その動きがうまくできない子への声かけや、できた子
への称賛により、教え合い励まし合いを深めさせる。

○三つのルールを掲示資料などにして貼り出すなど、周
知の工夫をする。

○危険物がないか、
友達とぶつからな
い十分な間隔があ
るかなどの場の安
全に気をつけてい
る。（主体的に学習
に取り組む態度）

○観察

5．グループで手押し
ずもうの振り返り
をする。

○三つの手押しずもうの感想や気づいたことを話し合
う。

○上手な子が手本を見せたり、アドバイスをしたりする
ことで、動きのポイントや力の入り具合を確認できる
よう指導する。

８

６．整理運動と後片
づけをする。

７．整列、挨拶をする。

○児童の健康観察をする。
○グループで協力し合って片づけるように声かけをす
る。

○次時に向けた課題を整理する。

○各時の指導案
　ここでは、低学年、中学年、高学年の各ブロックから１学年ずつ選び、それらの中から１時間分の指導
案を例示する。

表 21　小学校１学年２時間目の指導案（例）
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相　　撲相　　撲

本時（３年生　３／４）
（１）ねらい
　　　◎相手をくずすしたり、上手に転がったりすることができる。（知識及び運動）
　　　◎�基本的な動きを高めるために友達の運動の行い方と自己の行い方とを比べるなどして、自己の課

題を見つけている。（思考力・判断力・表現力等）
（２）展開
時
間
・
分

学習活動 指導上の留意点 学習活動に即した具体
の評価規準 評価方法

７

１．集合、整列およ
び挨拶をする。

○元気よく挨拶をして学習の意欲が高められるよう指導
する。

○出欠確認をする。

２．準備運動 ○各部位を意識しながら動かすよう声かけをする。
○転がる練習を復習する。

３．学習課題、学習
内容を理解す
る。

○本時のねらいを、学習カードを用いて説明する。

35

４．相手をくずす動
きを覚える。

○安全を確保できるよう、前時でやった通り、相手のく
ずしを受けたら上手に転がるよう指導を徹底する。

○二人一組で、相手をいろいろな方向にくずしてみる。

○押したり、引いたりする中でどう動けば相手がくずれ
るか試してみる。

○友達の動きを観たり、自分で試したりしながら、動き
のコツに気づくようにする。

○基本的な動きを高め
るために友達の運動
の行い方と自己の行
い方とを比べるなど
して、自己の課題を
見つけている。（思
考・判断・表現）

○観察、発言、
学習カード

5．押し、引き、く
ずし、転がりの
動きを使った押
し合いずもうを
やってみる。

○ルールをしっかり説明する。
○周りとの間隔を保つ、ルールを守る、くずされたら転
がるなど、安全に関する注意を徹底する。

○すもうの始めと終わりに、礼をするように指導する。

○積極的にすもうに取り組み、学習した動き「くずし」
が発揮できるよう、上手な例を称賛するなど、声かけ
を工夫する。

○試合では互いの動きを見合うことを意識させ、児童の
積極的な教え合いや励まし合いを称賛し、その良さを
広げていけるようにする。

○相手をくずしたり、
上手に転がったりす
ることができる。（知
識・技能）

○観察

６．グループで活動
の振り返りをす
る。

○くずす動きの練習、押し合いずもうの感想や気づいた
ことを話し合う。

○上手な子が手本を見せたり、アドバイスをしたりする
ことで、体の動かし方のポイントや力の伝わり具合な
どを確認できるよう指導する。

○学習カードへ記録させる。

８

７．整理運動と後片
づけをする。

８．整列、挨拶をす
る。

○児童の健康観察をする。
○グループで協力し合って片づけるように声かけをす
る。

○学習カードをもとに、本時の振り返りをさせる。
○次時に向けた課題を整理する。

表 22　小学校３学年３時間目の指導案（例）
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本時（６年生　４／４）
（１）ねらい
　　　◎�重心を低くして、押し、引き、寄り、くずし、転がりの動きを使ったすもうを行ったり、その行

い方について言ったり、書き出したりすることができる。（知識及び運動）
　　　◎�仲間の気づきや考え、相撲の内容のよさを互いに認め合おうとすることができる。（学びに向か

う力、人間性等）
（２）展開
時
間
・
分

学習活動 指導上の留意点 学習活動に即した具
体の評価規準 評価方法

７

１．集合、整列および
挨拶をする。

○元気よく挨拶をして学習の意欲が高められるよう指導
する。

○出欠確認をする。

２．準備運動 ○各部位を意識しながら動かすよう声かけをする。
○転がる練習を復習する。

３．学習課題、学習内
容を理解する。

○本時のねらいを、学習カードを用いて説明する。

35

４．押し、引き、寄り、
くずし、転がりの
動きを使ったすも
う

　　グループ対抗試合

○ルールをしっかり説明する。
○周りとの間隔を保つ、ルールを守る、くずされたら転
がるなど、安全に関する注意を徹底する。

○審判、記録などの係分担をし、交互に責任をもって行
うよう指導する。

○すもうの始めには「おねがいします」、終わりには「あ
りがとうございます」という気持ちを込めて、相手に
礼をするように指導する。

○これまで学んだ技を積極的に使うように指導する。

○低い重心で、攻めたり守ったりするという伝統的な体
の動かし方を意識するように指導する。

○試合で、仲間のよい動きなどを互いに称賛したり、動
きのポイントを助言したり、負けた相手に対する励ま
しの声かけをしたりするなど、積極的に互いを認め合
うように指導する。

○重心を低くして、
押し、引き、寄り、
くずし、転がりの
動きを使ったすも
うを行ったり、そ
の行い方について
言ったり、書き出
したりしている。
（知識・技能）

○観察、発言、
学習カード

５．グループで活動の
振り返りをする

○４時間の総まとめとして、これまでの振り返りをする。
○自分の意見を他者に伝えるとともに、他者の意見から
考えを膨らませたり、整理したりできるよう声かけを
行う。

○グループでのまとめをしたあと、グループ同士で発表
し合い、気づきや学びを共有できるようにする。

○学習カードへ記録させる。

○仲間の気づきや考
え、すもうの内容
のよさを互いに認
め合おうとしてい
る。（主体的に学
習に取り組む態
度）

○観察、発言、
学習カード

８

６．整理運動と後片づ
けをする。

７．整列、挨拶をする。

○児童の健康観察をする。
○グループで協力し合って片づけるように声かけをす
る。

○学習カードをもとに、本時の振り返りをさせる。
○６年間の「伝統的な運動」の学習を、今後どういかし
ていけるか考えさせる。

表 23　小学校６学年４時間目の指導案（例）
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相　　撲相　　撲

○指導上の工夫・留意点
興味・関心の喚起
　授業では、自分で行いたい運動を選んでいるわ
けではないので、児童が積極的・意欲的に授業に
取り組めるよう、興味・関心を引き出す工夫を行
う必要がある。
個への対応
　児童個々人の体格、体力、性差、意欲に加え、
文化や宗教などの違いに配慮し、さらには障がい
者、その他のマイノリティーを含めた多様性を受
け入れ、個に応じた適切な指導が展開できるよう
に努める。
身体接触の有効利用
　力や感情の加減が分からない子ども、友達とう
まく関われない子ども、および身のこなしが稚拙
で怪我をしやすい子どもたちが増えているといわ
れるなかで、相撲の授業が、子どもたちにとって、
力や動きを調整し､ 楽しみながら仲間と身体で関
わる機会となるようにする。

意欲の喚起
　運動への興味や関心がもてず意欲的に取り組め
ない児童には、友達と関わりながら自然に運動遊
びに加わるようにしたり、みんなで運動をするこ
との楽しさを伝えたり、運動の行い方をより分か
りやすく示したりして、少しでも取り組もうとす
るように促す。その児童の取り組みを称賛した
り、励ましたりすると、より有効である。
課題解決の促進
　課題の解決のし方が分からず意欲的に取り組め
ない児童には、仲間からの助言を受けたり、同じ
ような課題をもっている仲間の行い方の真

ま

似
ね

をし
たりすることができるよう工夫する。

○評価規準
　評価規準は、前掲の指導計画および指導案でも
示したが、ここでは１学年から６学年までを表
24にまとめて記載する。

学年 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１学年

①押しを使ったすもう遊びの行い方に
ついて言ったり、書き出したり、実
際に動いてみたりしている。

②相手に力を伝え、押すことができる。

①友達の感想や気づきを聞いたり、
友達の動きを観たりして、できそ
うな動きを選んでいる。

①押しを使ったすもう遊びに進んで取り
組もうとしている。

②順番や決まりを守り、誰とでも仲よく
すもう遊びをしようとしている。

③危険物がないか、友達とぶつからない
十分な間隔があるかなどの場の安全に
気をつけている。

２学年

①押し、引きを使ったすもう遊びの行
い方について言ったり、書き出した
り、実際に動いてみたりしている。

②相手を引いてバランスをくずすこと
ができる。

③相手の動きを視覚的・体感的に感じ
ながら、力を入れたり緩めたりし
て、相手に対応して動くことができ
る。

①友達の動きを観て気づいたよい動
きや、自分で工夫した動きを友達
に伝えている。

①押し、引きを使ったすもう遊びに進ん
で取り組もうとしている。

②運動遊びで使用する用具の準備や片づ
けを、友達と一緒にしている。

３学年

①押し、引き、くずし、転がりの動き
を使った押し合いずもうの行い方に
ついて、言ったり、書き出したり、
実際に動いてみたりしている。

②相手をくずしたり、上手に転がった
りすることができる。

①基本的な動きを高めるために友達
の運動の行い方と自己の行い方と
を比べるなどして、自己の課題を
見つけている。

①押し、引き、くずし、転がりの動きを
使った押し合いずもうに進んで取り組
もうとしている。

②決まりを守り、誰とでも仲よく励まし
合って運動をしようとしている。

③活動の場の危険物を取り除いたり、用
具や活動する場の安全を確かめたりし
ている。

表 24　小学校の具体の評価規準（体つくり運動：武道の動き・すもう）
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・禁じ技を用いないなど、健康・安全に気を配る
（学びに向かう力、人間性等）

３学年の目標
・技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝
統的な考え方、技の名称や見取り稽古のし方、
体力の高め方などを理解する（知識及び技能）
・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本とな
る技を用いて、相手を崩し、投げたりいなした
りするなどの攻防をする（知識及び技能）
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けての運動の取り組み方を工夫するとともに、
自己の考えたことを他者に伝える（思考力、判
断力、表現力等）
・武道に自主的に取り組む（学びに向かう力、人
間性等）
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にし
ようとする（学びに向かう力、人間性等）
・自己の責任を果たそうとする（学びに向かう
力、人間性等）
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとする（学びに向かう力、人間性等）
・健康・安全を確保する（学びに向かう力、人間
性等）

学年 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４学年

①押し、引き、くずし、転がりの動き
を使った押し合いずもうの行い方に
ついて、言ったり、書き出したり、
実際に動いてみたりしている。

②重心を低くして、相手を押したり踏
ん張ったりすることができる。

①友達の行い方の真似をしたりそれ
を修正したりしながら、自己に適
した動き方を選んでいる。

②運動のポイントや行い方につい
て、自己の気づきを発表したり、
大切だと感じたことを友達に教え
たりしている。

①押し、引き、くずし、転がりの動きを
使った押し合いずもうに進んで取り組
んでいる。

②使用する用具の準備や片づけを、友達
と一緒にしようとしている。

③体を通して相手と関わることで、相手
のことを受け入れようとしている。

５学年

①押し、引き、寄り、くずし、転がり
の動きを使ったすもうの行い方につ
いて言ったり、書き出したり、実際
に動いてみたりしている。

②まわしを引きつけて相手を寄ること
ができる。

①自己の体力の状況を知ったり、体
のさまざまな動きを試したりする
ことを通して、体の動きを高める
ためにどのような運動に取り組む
とよいか、自己の課題を見つけて
いる。

①押し、引き、寄り、くずし、転がりの
動きを使ったすもうに積極的に取り組
もうとしている。

②仲間と助け合って、運動に取り組もう
としている。

③運動の場の危険物を取り除くととも
に、用具の使い方や周囲の安全に気を
配っている。

６学年

①重心を低くして、押し、引き、寄り、
くずし、転がりの動きを使ったすも
うを行ったり、その行い方について
言ったり、書き出したりしている。

①どのようなポイントを意識して運
動を行うと動きが高まるのかにつ
いて、自己やグループで見つけた
ことを、他者に伝えている。

①押し、引き、寄り、くずし、転がりの
動きを使ったすもうに積極的に取り組
もうとしている。

②運動を行う場の設定や用具の片づけな
どで、分担された役割を果たそうとし
ている。

③仲間の気づきや考え、すもうの内容の
よさを互いに認め合おうとしている。

（２）中学生
○目標、各時のねらい、指導の内容と流れ、評価
　以下に、中学生の単元指導計画の目標を例示し
た。指導の内容と流れ、各時のねらい、および評
価については表で示した。（文献５）
１学年および２学年の目標
・技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性
や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い
方、その運動に関連して高まる体力などを理解
する（知識及び技能）

・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を
用いて、押したり寄ったりするなどの簡易な攻
防をする（知識及び技能）

・自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考
えたことを他者に伝える（思考力、判断力、表
現力等）

・武道に積極的に取り組む（学びに向かう力、人
間性等）

・相手を尊重し、伝統的な行動のし方を守ろうと
する（学びに向かう力、人間性等）

・分担した役割を果たそうとする（学びに向かう
力、人間性等）

・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めよう
とする（学びに向かう力、人間性等）
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表 25　中学校１学年単元計画
１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
〇学習計画を理解する。

ねらい
〇中腰の構えの重要性に気づき、相撲の基本動作および基本となる技を身につける。
〇簡単な試合を通して相撲に親しみ、安全に留意しながら、積極的に活動に取り組む。

ねらい
〇基本となる技を身につけ、押したり寄ったりして簡
易な攻防を展開する。

〇仲間との学習において、自己の考えを相手に伝え、
課題の合理的な解決に向けて運動の取り組みを工
夫する。

ねらい
〇学習のまとめをする。

オリエンテーション

○学習計画を確認する。

○動画教材を視聴する。
　成り立ち、特性および
　伝統的な考え方を学ぶ。

○相撲遊びを行う。
　手押し相撲
　手引き相撲

○本時を振り返る。

○次時の確認をする。
　グループ分け

○挨拶（伝統的な礼法）、健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
○準備運動を行う。
　ストレッチングなど

○基本動作を学ぶ。
　蹲踞姿勢
　塵浄水
　中腰の構え　
　腰割り

○受け身を学ぶ。
　蹲踞姿勢から（前後左右に）
　蹲踞相撲

○準備運動を行う。
○既習の基本動作と受け身（復習を
　兼ねて）を反復練習する。
○基本動作を学ぶ。
　運び足、四股
　簡易的な立ち合い
　　安全に配慮した工夫
　　（例　�中腰の構えで互いに両手を�

合わせた状態から）

○基本となる技を学ぶ。
　小グループで課題解決学習
　　押し、押しの関連技術（崩し）
　　寄り、寄りの関連技術（崩し）
　　それぞれの技に応じた受け身

○基本となる技を学ぶ。
　押し
　寄り
　押し・寄りの関連技術
　それぞれの技に応じた受け身
　グループ活動　　　　　　　
　相互に助言し、技能の要点の確認
　　　　　　　↓
　仲間と協力し、課題を見つける。
　課題に応じた練習

○簡単な試合（個人戦）を行う。
　競技方法、略式審判法を学習
　禁止事項を確認
　既習技を中心

○チームミーティングを
行う。

　チーム練習

〇簡単な試合（団体戦）
を行う。

　競技方法・略式審判法・
　禁止事項の確認
　既習技を中心

〇学習のまとめを行う。
　チームミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表

○小テストおよび総括を
する。

○学習カードを記入する。

○簡単な試合を行う。
　陣取り相撲
　グループ活動
　自由な押し合いの中で、
　技能ポイントについて
　考え、話し合う。

○基本となる技を学ぶ。
　押し

○簡単な試合を行う。
　安全性に配慮したルール、礼法の徹底
　陣取り相撲、押し合い相撲、寄り合い相撲、技を限定した相撲
　課題解決学習
　簡易試合でのつまずきから、新たな課題に気づかせる。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶を行う。

※女子の指導の留意事項　　
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲 に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）、など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」 →「腰、上腕」など。

評
価

知
技

蹲踞姿勢と塵浄水で、正
しい姿勢やかたちを取る
ことができる。

中腰の構えで、重心を低
くした姿勢を取ることが
できる。

相手を押す
ことができる。

相手のまわしを引きつけて
寄ることができる。

・相撲の特性、技の名称
とポイントについて、
言ったり書き出したり
している。

・基本動作や基本となる
技を用いて、簡易な攻
防を展開できる。

思
判
表

簡易な攻防の中から、技
のポイントを見つけてい
る。

提供された練習方法か
ら、自己の課題に応じた
練習方法を選んでいる。

提示された動きのポイン
トやつまずきの事例を参
考に、仲間の課題やでき
ばえを伝えている。

学習した安全の留意点を
他の学習場面に当てはめ
仲間に伝えている。

主
態

相撲遊びに関心をもち、
楽しんで取り組んでいる。

禁止事項を行わないなど、
安全に留意して学習に取
り組んでいる。

用具等の準備や片づけ、
審判など、分担した役割
を果たそうとしている。

「知技」：「知識および技能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
〇学習計画を理解する。

ねらい
〇中腰の構えの重要性に気づき、相撲の基本動作および基本となる技を身につける。
〇簡単な試合を通して相撲に親しみ、安全に留意しながら、積極的に活動に取り組む。

ねらい
〇基本となる技を身につけ、押したり寄ったりして簡
易な攻防を展開する。

〇仲間との学習において、自己の考えを相手に伝え、
課題の合理的な解決に向けて運動の取り組みを工
夫する。

ねらい
〇学習のまとめをする。

オリエンテーション

○学習計画を確認する。

○動画教材を視聴する。
　成り立ち、特性および
　伝統的な考え方を学ぶ。

○相撲遊びを行う。
　手押し相撲
　手引き相撲

○本時を振り返る。

○次時の確認をする。
　グループ分け

○挨拶（伝統的な礼法）、健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
○準備運動を行う。
　ストレッチングなど

○基本動作を学ぶ。
　蹲踞姿勢
　塵浄水
　中腰の構え　
　腰割り

○受け身を学ぶ。
　蹲踞姿勢から（前後左右に）
　蹲踞相撲

○準備運動を行う。
○既習の基本動作と受け身（復習を
　兼ねて）を反復練習する。
○基本動作を学ぶ。
　運び足、四股
　簡易的な立ち合い
　　安全に配慮した工夫
　　（例　�中腰の構えで互いに両手を�

合わせた状態から）

○基本となる技を学ぶ。
　小グループで課題解決学習
　　押し、押しの関連技術（崩し）
　　寄り、寄りの関連技術（崩し）
　　それぞれの技に応じた受け身

○基本となる技を学ぶ。
　押し
　寄り
　押し・寄りの関連技術
　それぞれの技に応じた受け身
　グループ活動　　　　　　　
　相互に助言し、技能の要点の確認
　　　　　　　↓
　仲間と協力し、課題を見つける。
　課題に応じた練習

○簡単な試合（個人戦）を行う。
　競技方法、略式審判法を学習
　禁止事項を確認
　既習技を中心

○チームミーティングを
行う。

　チーム練習

〇簡単な試合（団体戦）
を行う。

　競技方法・略式審判法・
　禁止事項の確認
　既習技を中心

〇学習のまとめを行う。
　チームミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表

○小テストおよび総括を
する。

○学習カードを記入する。

○簡単な試合を行う。
　陣取り相撲
　グループ活動
　自由な押し合いの中で、
　技能ポイントについて
　考え、話し合う。

○基本となる技を学ぶ。
　押し

○簡単な試合を行う。
　安全性に配慮したルール、礼法の徹底
　陣取り相撲、押し合い相撲、寄り合い相撲、技を限定した相撲
　課題解決学習
　簡易試合でのつまずきから、新たな課題に気づかせる。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶を行う。

※女子の指導の留意事項　　
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲 に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）、など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」 →「腰、上腕」など。

評
価

知
技

蹲踞姿勢と塵浄水で、正
しい姿勢やかたちを取る
ことができる。

中腰の構えで、重心を低
くした姿勢を取ることが
できる。

相手を押す
ことができる。

相手のまわしを引きつけて
寄ることができる。

・相撲の特性、技の名称
とポイントについて、
言ったり書き出したり
している。

・基本動作や基本となる
技を用いて、簡易な攻
防を展開できる。

思
判
表

簡易な攻防の中から、技
のポイントを見つけてい
る。

提供された練習方法か
ら、自己の課題に応じた
練習方法を選んでいる。

提示された動きのポイン
トやつまずきの事例を参
考に、仲間の課題やでき
ばえを伝えている。

学習した安全の留意点を
他の学習場面に当てはめ
仲間に伝えている。

主
態

相撲遊びに関心をもち、
楽しんで取り組んでいる。

禁止事項を行わないなど、
安全に留意して学習に取
り組んでいる。

用具等の準備や片づけ、
審判など、分担した役割
を果たそうとしている。

「知技」：「知識および技能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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表 26　中学校２学年単元計画
１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
〇学習計画を理解する。

ねらい
〇相手の動きに応じた基本となる技を身につける。
〇相撲の練習により高まる体力について理解する。
〇相手を尊重し、礼法や伝統的な所作を守ろうとする。

ねらい
〇基本動作および基本となる技を身につけ、相手の動きに応じて簡易な攻防を展開する。
〇人間形成を図るという武道の伝統的な考え方を理解する。
〇課題の合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝える。
〇学習に積極的に取り組むとともに、一人一人の違いに応じた挑戦を認めようとする。

オリエンテーション

○学習の進め方等を知る。
　

　動画教材を視聴する。

○学習計画を確認する。

○前年の復習をする。
　特性や成り立ち
　伝統的行動の仕方
　技の名称や行い方

〇準備運動を行う。
　ストレッチングや準備
体操

〇簡易試合を行う。
　（復習）
　蹲踞相撲、押し合い相
撲

〇まとめを行う。
　本時の振り返り
　次時の確認
　グループ分け

〇挨拶（伝統的な礼法）、健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
〇基本動作と受け身を復習する。
　中腰の構え、四股、運び足、受け身
　簡易的な立ち合い
　　安全に配慮した工夫
　　例：仕切りの形から、一旦両手を合わせた体勢になり、開始

〇基本となる技を復習し、さらに深める。
　相手の動きに応じて技を用いることができるよう、実戦的に練習する。
　１年の復習
　押し、その関連技術「崩し」（いなし）
　寄り、その関連技術「崩し」（出し投げ）
　前さばき「巻き返し」
　約束練習・見取り稽古などを行う。

〇簡易試合を行う。
　課題解決型学習
　簡易試合でのつまずきから、課題を見つけ、次の練習にいかす。
　既習の技を用いた試合
　　略式の審判法を確認
　　禁止事項の設定
　　礼法・伝統的な所作を徹底
　　審判・記録等の役割分担

〇基本動作を復習する。
　準備運動、補強運動として行う。
　練習方法の学習をする。
　　反復練習の仕方

〇基本となる技を学ぶ。
　グループ別の課題解決型の自主的学習
　押しグループと寄りグループに分かれて行う。
　それぞれの技に応じた受け身の練習も行う。
　練習方法を学習する。
　　自主活動や班活動における課題の見つけ方、練習方法の選択の仕方、
　　課題解決学習の進め方について、生徒自身が気づき解決するよう促す。

〇簡易試合を行う。
　課題解決型学習
　簡易試合でのつまずきから、技を学習
　団体戦、習熟度別団体戦
　　競技方法、審判法・役割分担・禁止事項・礼法の確認

〇簡易試合を行う。
　団体戦
　習熟度別団体戦
　競技方法、審判法、
　役割分担、禁止事項、
　礼法等の確認

〇学習のまとめをする。
　グループミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表

○小テスト、総括をする。

○�学習カードを記入す
る。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶をする。
※女子の指導の留意事項
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」→「腰、上腕」など。

評
価

知
技

技の名称、技術的ポイン
トについて、学習した具
体例をあげている。

相手の動きや技に応じ
て、受け身を取ることが
できる。

押し込んでから体を開
き、相手が攻め返してく
る方向にいなすことがで
きる。

四股で、重心を
低くして動くこ
とができる。

・相撲で高まる体力要素につい
て書き出している。

・寄って出てから体を開き、側
方に出すように出し投げを打
つことができる。

試合のルール、審判法お
よび運営方法について、
学習した具体例をあげて
いる。

・伝統的な考え方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

・相手の動きに応じて、
基本となる技およびそ
れらの関連技術を用い
て、攻防を展開できる。

思
判
表

簡易試合の場面で、仲間
の伝統的な所作や態度の
よい点を見つけ、どうい
う点でよかったのかを含
めて、他者に伝えている。

提示された、動きのポイ
ントやつまずきの事例を
参考にして、グループ学
習の中で、仲間の課題や
できばえを伝えている。

体力、技能、性別等の違
いを踏まえて、仲間とと
もに、練習や簡易試合を
楽しむ方法を見つけ、仲
間に伝えている。

主
態

相手を尊重し、礼法・所
作等の伝統的な行動の仕
方を守ろうとしている。

相撲の学習に積極的に取
り組もうとしている。

グループ学習や簡易試合
の際に、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を認
めようとしている。

「知技」：「知識および能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
〇学習計画を理解する。

ねらい
〇相手の動きに応じた基本となる技を身につける。
〇相撲の練習により高まる体力について理解する。
〇相手を尊重し、礼法や伝統的な所作を守ろうとする。

ねらい
〇基本動作および基本となる技を身につけ、相手の動きに応じて簡易な攻防を展開する。
〇人間形成を図るという武道の伝統的な考え方を理解する。
〇課題の合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝える。
〇学習に積極的に取り組むとともに、一人一人の違いに応じた挑戦を認めようとする。

オリエンテーション

○学習の進め方等を知る。
　

　動画教材を視聴する。

○学習計画を確認する。

○前年の復習をする。
　特性や成り立ち
　伝統的行動の仕方
　技の名称や行い方

〇準備運動を行う。
　ストレッチングや準備
体操

〇簡易試合を行う。
　（復習）
　蹲踞相撲、押し合い相
撲

〇まとめを行う。
　本時の振り返り
　次時の確認
　グループ分け

〇挨拶（伝統的な礼法）、健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
〇基本動作と受け身を復習する。
　中腰の構え、四股、運び足、受け身
　簡易的な立ち合い
　　安全に配慮した工夫
　　例：仕切りの形から、一旦両手を合わせた体勢になり、開始

〇基本となる技を復習し、さらに深める。
　相手の動きに応じて技を用いることができるよう、実戦的に練習する。
　１年の復習
　押し、その関連技術「崩し」（いなし）
　寄り、その関連技術「崩し」（出し投げ）
　前さばき「巻き返し」
　約束練習・見取り稽古などを行う。

〇簡易試合を行う。
　課題解決型学習
　簡易試合でのつまずきから、課題を見つけ、次の練習にいかす。
　既習の技を用いた試合
　　略式の審判法を確認
　　禁止事項の設定
　　礼法・伝統的な所作を徹底
　　審判・記録等の役割分担

〇基本動作を復習する。
　準備運動、補強運動として行う。
　練習方法の学習をする。
　　反復練習の仕方

〇基本となる技を学ぶ。
　グループ別の課題解決型の自主的学習
　押しグループと寄りグループに分かれて行う。
　それぞれの技に応じた受け身の練習も行う。
　練習方法を学習する。
　　自主活動や班活動における課題の見つけ方、練習方法の選択の仕方、
　　課題解決学習の進め方について、生徒自身が気づき解決するよう促す。

〇簡易試合を行う。
　課題解決型学習
　簡易試合でのつまずきから、技を学習
　団体戦、習熟度別団体戦
　　競技方法、審判法・役割分担・禁止事項・礼法の確認

〇簡易試合を行う。
　団体戦
　習熟度別団体戦
　競技方法、審判法、
　役割分担、禁止事項、
　礼法等の確認

〇学習のまとめをする。
　グループミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表

○小テスト、総括をする。

○�学習カードを記入す
る。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶をする。
※女子の指導の留意事項
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」→「腰、上腕」など。

評
価

知
技

技の名称、技術的ポイン
トについて、学習した具
体例をあげている。

相手の動きや技に応じ
て、受け身を取ることが
できる。

押し込んでから体を開
き、相手が攻め返してく
る方向にいなすことがで
きる。

四股で、重心を
低くして動くこ
とができる。

・相撲で高まる体力要素につい
て書き出している。

・寄って出てから体を開き、側
方に出すように出し投げを打
つことができる。

試合のルール、審判法お
よび運営方法について、
学習した具体例をあげて
いる。

・伝統的な考え方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

・相手の動きに応じて、
基本となる技およびそ
れらの関連技術を用い
て、攻防を展開できる。

思
判
表

簡易試合の場面で、仲間
の伝統的な所作や態度の
よい点を見つけ、どうい
う点でよかったのかを含
めて、他者に伝えている。

提示された、動きのポイ
ントやつまずきの事例を
参考にして、グループ学
習の中で、仲間の課題や
できばえを伝えている。

体力、技能、性別等の違
いを踏まえて、仲間とと
もに、練習や簡易試合を
楽しむ方法を見つけ、仲
間に伝えている。

主
態

相手を尊重し、礼法・所
作等の伝統的な行動の仕
方を守ろうとしている。

相撲の学習に積極的に取
り組もうとしている。

グループ学習や簡易試合
の際に、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を認
めようとしている。

「知技」：「知識および能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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相　　撲相　　撲

表 27　中学校３学年単元計画
１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
学習計画を理解する。

ねらい
○相撲の学習に自主的に取り組む。
○見取り稽古の方法を学び、相手の動きの変化に応じた基本動作、基本となる技を身につける。
○健康・安全を確保するとともに、相手を尊重し、伝統的な所作や礼法を大切にする。

ねらい
○グループ活動では、自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自分の考えたことを他者に伝える。

○自分に合った技を高め、相手の動きの変化に応じながら、攻防を展開する。
○相撲の楽しさを味わい一人一人の違いを認め、これからの生活で武道の価値に触れていく下地をつくる。

ねらい
学習のまとめをする。

オリエンテーション

○動画教材を視聴する。

○前年度までの復習を
する。

　特性や成り立ち
　伝統的な考え方
　体力の高め方
　技の名称や行い方

○武道を学習する意義
を考える。

○学習計画を確認する。

○グループ編成をする。

〇準備運動をする。
　ストレッチング
　準備体操

〇簡単な試合を行う。
　蹲踞相撲（受け身含
む）

〇挨拶（伝統的な礼法）、 健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
〇基本動作と受け身
　準備運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う。
　特に「受け身」については、安全確保のためにも、簡易的な方法から徐々に実戦的な方法に近づける。
　簡易的な立ち合いから状 況を見て正規の立ち合いへ
　簡易的な立ち合い：正規の仕切りの間隔よりも狭い間隔での立ち合い。
　　　　　　　　　　徐々に正規の立ち合いに近づけるが、進度や生徒の状況をみて、無理はしない。
〇基本となる技を復習す
る。
　押し・寄りとその関連
技術
　押しといなし
　寄りと出し投げ

　技能の系統的把握と
　段階的学習

○基本となる技を学ぶ。
　押し、寄り　立ち合いからの流れ
　寄りからの前さばき「巻き返し」
　投げ・突き落とし：自分の攻めの手段として・相手の攻めに対す
　る応じとして
　　相手の動きに応じて、技を用いることができるよう、実戦的な
　　技術を学ぶ。
　　自分の体格・習熟度に応じた方法を考え練習する。
　　投げ技は「寄りからのくずし」「寄られた時のくずし」と理解し、
　　相手を倒すための技能としてとらえない。

〇基本となる技を学ぶ。
グループ別の自主的学習
　自分に合った技を磨く。
　体格や習熟度に配慮し、押し・寄りのグループに分かれ、グループ活動を行う。
　自己の体力、能力、習熟度等に合わせて攻防のし方や磨きたい技を選ぶ。
　課題に合わせた練習方法等を工夫する。

　計画立案および実際の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める。
　運動観察の方法を学び、グループ活動の中でいかしていく。
　相互に考えを伝え合うなどして、学びの質を高める。

〇試合を行う。
　グループ別個人リーグ戦
　体格に考慮した団体戦（５～７人制）
　相互に攻防を観察、評価し合う。
　自主的に健康・安全を管理する。
　自ら伝統的な行動のし方を大切にする。
　武道の伝統的な考え方を意識する。
　勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう。

〇簡単な試合を行う。　
課題解決型学習
既習の技を用いた相撲　　→　　　技を用いた相撲
審判等の役割の遂行、伝統的な行動の仕方の理解、健康・安全の確保
技能習熟を念頭に（自由練習の前段階として）
それぞれの簡易試合でのつまずきから、技の学習へ

〇試合を行う。
　体格別個人戦　→　習熟度別個人戦（体格差、技能差に考慮した試合）
　　正規の試合方法の学習
　　伝統的な行動（礼法を含む）の実践
　　健康・安全の確保
　　各自に合った技の習熟に向けた相互評価

○整理運動をする。
〇学習のまとめをする。
　グループミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表
○総括をする。
○学習カードを記入する。
○挨拶をする。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶をする。
※女子の指導の留意事項　　
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」→「腰、上腕」など。

評
価

知
技

相撲の練習を通した体
力の高め方について、
学習した具体例をあげ
ている。

・中腰の構えで、重心を
低くし、安定した姿勢
を取ることができる。

・相手の動きや技に応じ
て、安定して受け身を
取ることができる。

・技の名称や特
　有の運動観察
　の方法である
　見取り稽古の
　し方について、
　学習した具体
　例を挙げている。

・前さばき（巻
　き返し）がで
　きる。

試合のルール、審判法お
よび運営方法について、
学習した具体例をあげて
いる。

自分の体格や体力、技能
に合った、基本となる技
を身につけている。

相手の動きの変化に応じ
ながら、基本となる技や
自分に合った技を用いて
攻防を展開することがで
きる。

武道を学習することは、
自国の文化に誇りをもつ
ことや国際社会で生きて
いくうえで有意義である
ということについて、学
習した具体例をあげてい
る。

思
判
表

相手を尊重するなどの伝
統的な行動をする場面
で、よりよい所作につい
て、自己や仲間の活動を
振り返っている。

見取り稽古などか
ら、練習の成果や改
善するポイントとそ
の理由を仲間に伝え
ている。

健康や安全を確保するた
め、体調や環境に応じた
適切な練習方法等につい
て振り返っている。

自己や仲間の技術的な課
題やその課題解決に有効
な練習方法の選択につい
て、自己の考えを伝えて
いる。

体力、技能、性別等の違
いに配慮して、仲間とと
もに武道を楽しむための
活動の方法やその活動を
見直す方法を見つけてい
る。

武道を継続して楽しむた
めの「する、みる、支える、
知る」といった多様な関
わり方のうち、自己に適
した方法を見つけている。

主
態

健康・安全を確保してい
る。

学習に自主的に取り組も
うとしている。

相手を尊重し、伝統
的な礼法、所作を大
切にしようとしてい
る。

仲間と互いに合意した役
割について自己の責任を
果たそうとしている。

一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしよ
うとしている。

「知技」：「知識および技能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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Ⅴ章　学校授業での相撲指導Ⅴ章　学校授業での相撲指導

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 　　　５時間目 ６時間目 ７時間目 ８時間目 ９時間目 10 時間目

学
習
の
ね
ら
い
と
流
れ

ねらい
学習計画を理解する。

ねらい
○相撲の学習に自主的に取り組む。
○見取り稽古の方法を学び、相手の動きの変化に応じた基本動作、基本となる技を身につける。
○健康・安全を確保するとともに、相手を尊重し、伝統的な所作や礼法を大切にする。

ねらい
○グループ活動では、自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自分の考えたことを他者に伝える。

○自分に合った技を高め、相手の動きの変化に応じながら、攻防を展開する。
○相撲の楽しさを味わい一人一人の違いを認め、これからの生活で武道の価値に触れていく下地をつくる。

ねらい
学習のまとめをする。

オリエンテーション

○動画教材を視聴する。

○前年度までの復習を
する。

　特性や成り立ち
　伝統的な考え方
　体力の高め方
　技の名称や行い方

○武道を学習する意義
を考える。

○学習計画を確認する。

○グループ編成をする。

〇準備運動をする。
　ストレッチング
　準備体操

〇簡単な試合を行う。
　蹲踞相撲（受け身含
む）

〇挨拶（伝統的な礼法）、 健康観察、本時の学習の見通しを立てる。
〇基本動作と受け身
　準備運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う。
　特に「受け身」については、安全確保のためにも、簡易的な方法から徐々に実戦的な方法に近づける。
　簡易的な立ち合いから状 況を見て正規の立ち合いへ
　簡易的な立ち合い：正規の仕切りの間隔よりも狭い間隔での立ち合い。
　　　　　　　　　　徐々に正規の立ち合いに近づけるが、進度や生徒の状況をみて、無理はしない。
〇基本となる技を復習す
る。
　押し・寄りとその関連
技術
　押しといなし
　寄りと出し投げ

　技能の系統的把握と
　段階的学習

○基本となる技を学ぶ。
　押し、寄り　立ち合いからの流れ
　寄りからの前さばき「巻き返し」
　投げ・突き落とし：自分の攻めの手段として・相手の攻めに対す
　る応じとして
　　相手の動きに応じて、技を用いることができるよう、実戦的な
　　技術を学ぶ。
　　自分の体格・習熟度に応じた方法を考え練習する。
　　投げ技は「寄りからのくずし」「寄られた時のくずし」と理解し、
　　相手を倒すための技能としてとらえない。

〇基本となる技を学ぶ。
グループ別の自主的学習
　自分に合った技を磨く。
　体格や習熟度に配慮し、押し・寄りのグループに分かれ、グループ活動を行う。
　自己の体力、能力、習熟度等に合わせて攻防のし方や磨きたい技を選ぶ。
　課題に合わせた練習方法等を工夫する。

　計画立案および実際の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める。
　運動観察の方法を学び、グループ活動の中でいかしていく。
　相互に考えを伝え合うなどして、学びの質を高める。

〇試合を行う。
　グループ別個人リーグ戦
　体格に考慮した団体戦（５～７人制）
　相互に攻防を観察、評価し合う。
　自主的に健康・安全を管理する。
　自ら伝統的な行動のし方を大切にする。
　武道の伝統的な考え方を意識する。
　勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう。

〇簡単な試合を行う。　
課題解決型学習
既習の技を用いた相撲　　→　　　技を用いた相撲
審判等の役割の遂行、伝統的な行動の仕方の理解、健康・安全の確保
技能習熟を念頭に（自由練習の前段階として）
それぞれの簡易試合でのつまずきから、技の学習へ

〇試合を行う。
　体格別個人戦　→　習熟度別個人戦（体格差、技能差に考慮した試合）
　　正規の試合方法の学習
　　伝統的な行動（礼法を含む）の実践
　　健康・安全の確保
　　各自に合った技の習熟に向けた相互評価

○整理運動をする。
〇学習のまとめをする。
　グループミーティング
　学習成果の発表
　相互評価の結果の発表
○総括をする。
○学習カードを記入する。
○挨拶をする。

〇整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶をする。
※女子の指導の留意事項　　
　声かけ、練習場所の設定、技能ポイント等、発育発達段階に応じた配慮を行う。
　声かけ：相撲に特有の姿勢や動きについて丁寧に説明する。
　　　　　「強い」などと安易に褒めない（相撲で褒められることに抵抗感を感じることがある）など。
　技能のポイント：押しの際の手を置く位置　「胸、脇の下」→「腰、上腕」など。

評
価

知
技

相撲の練習を通した体
力の高め方について、
学習した具体例をあげ
ている。

・中腰の構えで、重心を
低くし、安定した姿勢
を取ることができる。

・相手の動きや技に応じ
て、安定して受け身を
取ることができる。

・技の名称や特
　有の運動観察
　の方法である
　見取り稽古の
　し方について、
　学習した具体
　例を挙げている。

・前さばき（巻
　き返し）がで
　きる。

試合のルール、審判法お
よび運営方法について、
学習した具体例をあげて
いる。

自分の体格や体力、技能
に合った、基本となる技
を身につけている。

相手の動きの変化に応じ
ながら、基本となる技や
自分に合った技を用いて
攻防を展開することがで
きる。

武道を学習することは、
自国の文化に誇りをもつ
ことや国際社会で生きて
いくうえで有意義である
ということについて、学
習した具体例をあげてい
る。

思
判
表

相手を尊重するなどの伝
統的な行動をする場面
で、よりよい所作につい
て、自己や仲間の活動を
振り返っている。

見取り稽古などか
ら、練習の成果や改
善するポイントとそ
の理由を仲間に伝え
ている。

健康や安全を確保するた
め、体調や環境に応じた
適切な練習方法等につい
て振り返っている。

自己や仲間の技術的な課
題やその課題解決に有効
な練習方法の選択につい
て、自己の考えを伝えて
いる。

体力、技能、性別等の違
いに配慮して、仲間とと
もに武道を楽しむための
活動の方法やその活動を
見直す方法を見つけてい
る。

武道を継続して楽しむた
めの「する、みる、支える、
知る」といった多様な関
わり方のうち、自己に適
した方法を見つけている。

主
態

健康・安全を確保してい
る。

学習に自主的に取り組も
うとしている。

相手を尊重し、伝統
的な礼法、所作を大
切にしようとしてい
る。

仲間と互いに合意した役
割について自己の責任を
果たそうとしている。

一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしよ
うとしている。

「知技」：「知識および技能」
「思判表」：「思考・判断・表現」
「主態」：「主体的に学習に取り組む態度」
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相　　撲相　　撲

本時（１学年の２／ 10）
（１）目標
　　　　　◎簡易的な攻防の中から、技のポイントを見つけることができる。（思考力、判断力、表現力等）
（２）展開

時間・分 学習活動 指導上の留意点 学習活動に即した
具体の評価規準 評価方法

7

１．集合、整列および
挨拶をする。健康
および服装の確認
をする。

２．本時のねらい、学
習内容を理解する。

３．準備運動を行う。

○出欠確認および健康観察をする。
○服装を確認する。
　上下体育着、シューズ、つめ、ヘアピン、めがね等

○ねらい、学習内容を、生徒が理解しやすいように、
工夫して説明する。

○本時の目標、学習内容などを記述させる。

35

４．基本動作を身につ
ける。（１）

　　蹲踞姿勢、塵浄水

５．基本となる技の学
習および簡易的な
試合を行う。

　　押し
　　陣取り相撲
　　～グループで～

６．基本動作を身につ
ける。（２）

　　中腰の構え、腰割り

７．簡易的な試合を行う。
    陣取り相撲

○ポイントを確認しながら復習させる。

○陣取り相撲の前後に必ず立礼をするよう指導する。
○ポイントを確認し、相手を変えて数回行わせる。
○自由な押し合いの中で、押しのポイントである「低
い姿勢からの押し上げ」に気づくよう、グループ
ごとに話し合いの場を設ける。

○中腰の構えは、相撲の基本姿勢であることを説明
したうえで、適切に手本を示し指導する。中腰の
構えを長時間維持すると、足腰に過度の負担がか
かることがあるので注意する。

○腰割りは、中腰の構えを意識しながら上下に動く
練習でもあることを説明する。

※単調な活動になりがちであるので、「つまづきア
ドバイス」や「誰がうまいかコンテスト」を行う
などして、生徒が関心をもって取り組むことがで
きるように工夫する。

○陣取り相撲の前後に必ず立礼をするよう指導す
る。

○中腰の構えを意識して陣取り相撲（押し合い）を
行わせる。

○頭部がぶつからないように指導する。
○教員の「始め」の合図で始め、相手を変えて複数
回行わせる。

○簡易的な攻防の
中から、技のポ
イントを見つけ
ている。（思考・
判断・表現）

○発言・発
表、 学 習
カード

8

８．整理運動を行う。

９．本時の評価と次時
の課題を整理する。

10．整列、挨拶、後片
づけをする。

○簡易的な試合の中で中腰の構えの重要性に気づい
ていた生徒を称賛する。

○各自に、本時の学習内容、自己評価、課題、感想
を学習カードに記入させる。

○各時の指導案
　ここでは、中学校の各学年の指導案から、１時間分のみを抽出し、例示する。
表 28　中学校１学年２時間目の指導案（例）
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Ⅴ章　学校授業での相撲指導Ⅴ章　学校授業での相撲指導

本時（２学年の７／ 10）
（１）目標
　　　　　�◎�提示された、動きのポイントやつまずきの事例を参考にして、グループ学習の中で、仲間の

課題やできばえを伝えることができる。（思考力、判断力、表現力等）
　　　　　◎相撲の学習に積極的に取り組むことができる。（学びに向かう力、人間性等）
（２）展開

時間・分 学習活動 指導上の留意点 学習活動に即した
具体の評価規準 評価方法

7

１．集合、整列および
挨拶をする。健康
および服装・用具
の確認をする。

２．本時のねらい、学
習内容を理解する。

３．準備運動を行う。

○出欠確認および健康観察をする。
○服装の確認、用具の指示をする。
　上下体育着、シューズ、つめ、ヘアピン、めがね等
　まわし、相撲パンツ・簡易まわしまたは柔道の帯

○生徒が理解しやすいように、工夫して説明する。
○本時の目標、学習内容などを記述させる。

○特に、頸部は入念に行わせる。

35

４．基本動作を復習す
る。

　　中腰の構え、四
し

股
こ

、�
運び足、受け身、
簡易的な立ち合い

５．基本となる技とそ
の関連技術を学習
する。（グループ学
習）

　　押しとその関連技術
　　寄りとその関連技術
　　前さばき
　　投げとその関連技術

６．�簡易的な試合を行う。
試合方式および審
判法を学習する。

　　グループ対抗団体
戦

○グループごとに要点を確認しながら行わせる。
　反復練習のし方を確認する。

○押しグループと寄りグループに分け、それぞれの
グループ内で４～５人程度の小グループを編成
し、練習させる。

○巡回しながら、技のポイントを指導する。また、
自主活動や班活動における課題の見つけ方、練習
方法の選択のし方などを具体的に提示する。

○練習では、技術的な課題やできばえ、課題解決に
向けた有効な練習方法の選択等について、互いに
助言し合いながら活動するよう指導する。

○団体戦、個人戦、トーナメント方式、リーグ戦方
式について解説する。

○審判法、試合の運営方法等について説明する。

○審判、記録係、進行係は、対戦のない班の者に交
替で行わせる。

○安全に配慮し、試合の際には、禁止事項を行わな
いよう指導する。

○自分や仲間の試合を通して気づいた点や改善すべ
き点について、アドバイスし合ったり、学習カー
ドに書き留めたりするよう指導する。

○提示された動き
のポイントやつ
まずきの事例を
参考にして、グ
ループ学習の中
で、仲間の課題
やできばえを伝
えている。（思
考・判断・表現）

○相撲の学習に積
極的に取り組も
うとしている。
（主体的に学習
に取り組む態
度）

○発言・発
表、 学 習
カード

○観察

8

７．整理運動を行う。

８．本時の評価と次時
の課題を整理する。

９．整列、挨拶、後片
づけをする。

○グループ学習で、仲間の課題やできばえについて
意見を伝えていた生徒、および学習に積極的に取
り組んでいた生徒を称賛する。

○各自に、本時の学習内容、自己評価、課題、感想
を学習カードに記入させる。

表 29　中学校２学年７時間目の指導案（例）
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相　　撲相　　撲

本時（３学年の９／ 10）
（１）目標
　　　　　�◎�相手の動きの変化に応じながら、基本となる技や自分に合った技を用いて攻防を展開するこ

とができる。（知識及び技能）
　　　　　�◎�体力、技能、性別等の違いに配慮して、仲間とともに武道を楽しむための活動の方法やその

活動を見直す方法を見つけることができる。（思考力、判断力、表現力等）
（２）展開

時間・分 学習活動 指導上の留意点
学習活動に即した
具体の評価規準

評価方法

7

１．集合、整列および
挨拶をする。健康
および服装の確認
をする。

２．本時のねらい・学
習内容を理解する。

３．準備運動を行う。

○出欠確認および健康観察をする。
○服装の確認、用具の指示をする。
　つめ、ヘアピン、めがね等
　まわしまたは簡易まわし・相撲パンツ

○生徒が理解しやすいように、工夫して説明する。
○本時の目標・学習内容などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　特に、頸部は入念に行わせる。

35

４．基本動作を復習す
る。

　　蹲踞姿勢、塵浄水、
四股、運び足、受
け身、立ち合い

５．試合を行う。
グループ別個人リ
ーグ戦
グループでの話し
合い
体格を考慮した団
体戦

○グループごとに要点を確認させながら練習させ
る。

○グループ間でなるべく習熟度に偏りが少なくなる
ように、チーム編成する。

○グループ内で、あとに行う団体戦に向けた練習も
かねて、個人リーグ戦を行う。

○個人リーグ戦終了後、グループで話し合いをも
ち、団体戦の布陣を決めたり、作戦を練ったりす
る。

○班対抗の団体戦を行う。
○試合では、必ず審判に従うよう指導する。
○禁止事項を行わないなど、自主的に安全を管理す
るよう指導する。

○相互に攻防を観察し、評価し合うよう促す。
○さまざまな試合の方法や多様な試合への関わり方
（観戦や応援、助言など）を体験することで、自分
たちが武道を楽しむための方法に気づくよう促す。

○武道の伝統的な考え方を意識しながら試合に臨む
こと、また、相手を尊重し、伝統的な礼法・所作
を自ら大切にすることを指導する。

○相手の動きの変
化に応じなが
ら、基本となる
技や自分に合っ
た技を用いて攻
防を展開するこ
とができる。（知
識及び技能）

○体力、技能、性
別等の違いに配
慮して、仲間と
ともに武道を楽
しむための活動
の方法やその活
動を見直す方法
を見つけてい
る。（思考・判
断・表現）

○観察

○発言、発
表、学習
カード

8

６．整理運動を行う。

７．本時の評価と次時
の課題を整理する。

８．整列、挨拶、後片
づけをする。

○試合の中で、相手の動きの変化に応じながら攻防
を展開できた生徒、および仲間とともに武道を楽
しむための方法を見つけていた生徒を称賛する。

○各自に、本時の学習内容、自己評価、課題、感想
を学習カードに記入させる。

表 30　中学校３学年９時間目の指導案（例）
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Ⅴ章　学校授業での相撲指導Ⅴ章　学校授業での相撲指導

→指導法：常に中腰の構えを意識して、頭をつけ
る場合にはひたいを相手の胸につける
ようにする。

＜事例２＞
　体が伸びきったまま寄り倒され、真後ろに倒
れ、後頭部を土俵に打つ。
→指導法：相撲を取る際には膝が伸びきらないよ

うに注意する。転倒の際にはあごを引
き、背中を丸める。

＜事例３＞
　柔道経験がある者が、二丁投げ（柔道でいう払
い腰）を打ち、相手が受け身を取れず、頭部など
を打つ。
→指導法：特に初期の段階においては、柔道の技

をあらかじめ禁止技とするなど、ルー
ルを工夫する。

※練習や試合の中で事例１～３のような体勢が見
られた場合には、事故防止のために即座に対戦
を中止させるようにする。

教場や用具の工夫
　相撲は、本来土俵という特有の競技場を必要と
するが、学校体育においては、グラウンドや体育
館フロア（進度に応じてマット利用）、柔道場など
の既存の施設にラインを引くなどして対応するこ
とで、十分安全に授業展開ができる。また、状況
に応じて、市販の土俵シートの活用も有効である。
　用具に関しては、体育着の上から、市販の相撲
パンツ、簡易まわしなどを着装させるのが簡便で
有効である。柔道の帯を利用した授業展開も可能
である。まわしについては、初期段階から全員に
用意させる必要はなく、学習の進み具合に応じて
可能な範囲で導入していくとよい。

男女共習の留意点
　服装に関しては、男女ともＴシャツに体育着の
ズボンで、その上から用具を着装し、服装による
抵抗感を極力取り除くようにする。また、特に女
子の指導に当たっては、心身の発達的特性および
心理的、生理的な特性に十分配慮して、無理のな
い学習計画を立て、指導法やグルーピングにも工
夫を加えたい。相撲は体格の充実したものが強い
という印象が強く、女子の場合には、指導の際の
声掛けにも十分な配慮が必要である。

○指導上の工夫・留意点
学習意欲を高めるための工夫
・初期段階から、学んだ技能を使った相撲遊びや
簡易試合を工夫して導入する。

・子どもたちが、自分の能力や適性に応じた具体
的な課題を見つけ、その解決のために学習を展
開できる場面を設定する。

・試合まで進んだら、体格別の試合や団体戦を取
り入れるなど、試合形式を工夫する。

・学習カード等を活用し、自己の学習を振り返る
とともに、相互に評価し合い、次の課題を明確
化できるように指導する。

安全面への配慮
　相撲は、相手を土俵の外に出す、または相手の
足の裏以外を土俵に着けることで勝敗が決まる
が、試合では前者で勝敗が決まることが多い。ま
た、低い姿勢を基本とし、手をつけば負けにな
る。投げ技においても、相手を高い位置から投げ
たり、相手の背中を土俵に着けたりする必要はな
い。これらのことから、相撲の授業で怪我をする
ことは比較的少ないが、より安全を期すために十
分配慮して授業を進める必要がある。
・基本動作から基本となる技、その関連技術、試
合へと段階的指導を展開する。

・早期より相撲遊びや簡易試合を行い、動きの中
で受け身等の基本動作を定着させる。初期の段
階から受け身の指導を行ってもよい。

・簡易試合においては、ルールや禁止技を学習段
階に応じて適切に設定する。

　上記のような配慮のうえで、安全確保に努める
ことが大切である。それでも授業中に無理な体勢
となったり、危険が生じたりする場合もある。そ
のような場合には、指導者は、それを速やかに発
見し、ためらうことなく即座に制止することが求
められる。また、生徒にも安全管理に対する意識
を高めさせ、自ら危険を発見し回避できるよう指
導していくことが大切となる。
　以下に、初心者に見られがちで危険な事例、お
よびそれに対応した指導法をあげる。
＜事例１＞
　ラグビーのスクラムのように頭が互いに入り込
む、または後頭部を相手の腹部につけてしまい、
上からのしかかられる。
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相　　撲相　　撲

※解説
・すべての技能の中核を「中腰の構え」とする。
・「中腰の構え」を基本とする技である「押し」をすべての技の中核とする。
・「押し」を基本として、「まわしを取って引きつける」という動作を加えた技を「寄り」とする。
・「四股」「腰割り」「運び足」「仕切りからの立ち合い」は「中腰の構え」を基本とした「基本動作」とし
て位置づける。
・「いなし」「突き落とし」は、「押し」から派生する技として位置づける。
・「出し投げ」「巻き返し」「上手投げ」「下手投げ」は、「寄り」から派生する技として位置づける。
・基本動作のうち塵浄水は、礼法として別立てに整理する。
・安全確保のための受け身は、すべての技と関連する動作として別立てに整理する。

○評価規準
　具体の評価規準は、前掲の単元計画および指導案でも示したが、ここでは１学年から３学年までの単元
の評価規準を表にまとめて記載する。

相撲の技能の体系化
　技能の学習に際しては、子どもたちが技能を体
系的に理解できるよう指導する。技能間の関係性
を理解することによって、ある技の学習でつまず

腰割り 四股 運び足

既習の技を立ち合いからの流れの中で相手の動きに応じて行う 自分に合った技

押し：全ての技の中核

いなし：押しからの崩し

いなし、突き落とし：押しに対する応じ

突き落とし：押しからの崩し

寄り：押しを基本とする技

出し投げ：寄りからの崩し

巻き返し：寄りを有効にする前さばき

上（下）手投げ：寄りからの崩し

出し投げ：寄りに対する応じ
上（下）手投げ：寄りに対する応じ

中腰の構え：全ての技能の中核 受け身：安全確保 塵浄水：礼法、相手を尊重する

仕切りからの立ち合い

技の学習するたび
に、その技と対応さ
せて練習する

練習や試合の中で常に相手を尊
重する意識をもち、礼法を行う

いた際に、基本となっている技能に立ち返って考
えることができる。
　以下に、中学校体育の授業における相撲技能の
体系を図示した。図の下には、解説を示した。

図 56　中学校授業における相撲技能の体系
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Ⅴ章　学校授業での相撲指導Ⅴ章　学校授業での相撲指導

学年 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り
組む態度

１
学
年

〇相撲の特性、技の名称とポイントについ
て、言ったり書き出したりしている。
〇蹲踞姿勢と塵浄水で、正しい姿勢やかた
ちを取ることができる。
〇中腰の構えで、重心を低くした姿勢を取
ることができる。
○相手を押すことができる。
○相手のまわしを引きつけて寄ることがで
きる。
○基本動作や基本となる技を用いて、簡易
な攻防を展開できる。

〇簡易な攻防の中から、技のポイン
トを見つけている。
○提供された練習方法から、自己の
課題に応じた練習方法を選んでい
る。
○提示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に、仲間の課題
やできばえを伝えている。
○学習した安全の留意点を、他の学
習場面に当てはめ、仲間に伝えて
いる。

〇相撲遊びに関心をも
ち、楽しんで取り組
んでいる。
〇禁止事項を行わない
など、安全に留意し
て学習に取り組んで
いる。
〇用具等の準備や片づ
け、審判など、分担
した役割を果たそう
としている。

２
学
年

○武道の伝統的な考え方について、言った
り書き出したりしている。
〇試合のルール、審判法および運営方法に
ついて、学習した具体例をあげている。
〇技の名称、技術的ポイントについて、学
習した具体例をあげている。
〇相撲で高まる体力要素について言ったり
書き出している。
○四股で、重心を低くして動くことができ
る。
〇相手の動きや技に応じて、受け身を取る
ことができる。
○押し込んでから体を開き、相手が攻め返
してくる方向にいなすことができる。
○寄って出てから体を開き、側方に出すよ
うに出し投げを打つことができる。
〇相手の動きに応じて、基本となる技およ
びそれらの関連技術を用いて、攻防を展
開できる。

〇簡易試合の場面で、仲間の伝統的
な所作や態度の良い点を見つけ、
どういう点で良かったのかを含め
て、他者に伝えている。
〇提示された、動きのポイントやつ
まずきの事例を参考にして、グル
ープ学習の中で、仲間の課題やで
きばえを伝えている。
〇体力、技能、性別等の違いを踏ま
えて、仲間とともに、練習や簡易
試合を楽しむ方法を見つけ、仲間
に伝えている。

〇相撲の学習に積極的
に取り組もうとして
いる。
〇相手を尊重し、礼
法・所作等の伝統的
な行動のし方を守ろ
うとしている。
〇グループ学習や簡易
試合の際に、一人一
人の違いに応じた課
題や挑戦を認めよう
としている。

３
学
年

〇武道を学習することは、自国の文化に誇
りをもつことや国際社会で生きていくう
えで有意義であるということについて、
学習した具体例をあげている。
○試合のルール、審判法および運営方法に
ついて、学習した具体例をあげている。
○技の名称や特有の運動観察の方法である
見取り稽古のし方について、学習した具
体例をあげている。
○中腰の構えで、重心を低くし、安定した
姿勢を取ることができる。
○相手の動きや技に応じて、安定して受け
身を取ることができる。
○前さばき（巻き返し）ができる。
○自分の体格や体力、技能に合った、基本
となる技を身につけている。
〇相手の動きの変化に応じながら、基本と
なる技や自分に合った技を用いて攻防を
展開することができる。

〇相手を尊重するなどの伝統的な行
動をする場面で、よりよい所作に
ついて、自己や仲間の活動を振り
返っている。
〇見取り稽古などから、練習の成果
や改善するポイントとその理由を
仲間に伝えている。
○健康や安全を確保するため、体調
や環境に応じた適切な練習方法等
について振り返っている。
○自己や仲間の技術的な課題やその
課題解決に有効な練習方法の選択
について、自己の考えを伝えてい
る。
○体力、技能、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに武道を楽しむ
ための活動の方法やその活動を見
直す方法を見つけている。
○武道を継続して楽しむための「す
る、みる、支える、知る」といっ
た多様な関わり方のうち、自己に
適した方法を見つけている。

〇学習に自主的に取り
組もうとしている。
〇相手を尊重し、伝統
的な礼法、所作を大
切にしようとしてい
る。
〇仲間と互いに合意し
た役割について自己
の責任を果たそうと
している。
〇一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大
切にしようとしてい
る。
〇健康・安全を確保し
ている。

表 31　中学校の単元の評価規準（武道・相撲）
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